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はじめに

日文研は国際的、学際的、総合的な日本研究を行う研究活動 と研究者への研究協力活動を目的

に1987年 に設立 された文部省の大学共同利用機i関です。88年以来、日文研の研究協力専門官とし

て、私は日文研の研究協力活動の対象を把握するべく、海外を中心に外国の日本研究の歴史的変

遷や高等教育 ・研究機関における日本研究の状況、日本研究機関や研究者の動向などについて、

国際交流基金の調査報告や日文研での調査、内外の日本研究関連の本や論文、新聞雑誌の記事か

ら得た情報を中心に資料 を集めて来 ました。本 日は、このような資料にもとついて、海外の日本

研究の動向の一端を、機関に関する情報を中心に概観 し、将来への展望を考えてみたいと思いま

す。(同 じセ ッションに中国と韓国の状況についてそれぞれ発表があったので、重複を避け、東

アジアの部分は省略)

1概 観

1)ヨ ーロッパ

①西欧

西欧諸国イタリア、英国、オランダ、フランス、 ドイツ、オース トリアなどでは、近世以来の

キリス ト教布教や植民地政策のためアジアへの関心が深 く、支那学から日本学が派生 し、異国趣

味的で文献学的な伝統的日本文化研究(Japanology)の 長い歴史を持つ。

20世紀初頭から第一次大戦後 までの日本の同盟国であり、第二次大戦中の対戦国だった英国は、

戦略上の必要からの日本語教育 ・日本研究が基礎 となり、第二次大戦後政府のアジア研究推奨政

策で日本研究が発展。50年 代にロンドン大学SOASが 西欧一の日本研究資料を集めた。60年 代

にはアジア研究領域の拡大が奨励され、70年 代には日本政府の助成もあ り日本研究機関も地方へ

拡張、増設 され、組織や制度が整備確立された。80年代 には英国政府の民間資金導入政策に合わ

せて日本の経団連の助成で現代日本研究講座がケンブリッジ大学に、日産 自動車㈱の助成で日産

日本問題研究所がオクスフォード大学 に開設され、現代 日本が対象の研究が行われている。

第二次大戦中の日本の同盟国 ドイツでは敗戦後の東西 ドイッの分割にもかかわらず、大学での

日本学ゼミナールが人文学の分野での優れた業績 を挙げてきた。東西統合後、現在 ドイッの21大

学に日本研究講座がある。人文系の文献学的傾向のものが多かったが、90年 代に入ると、多元化

した社会科学的現代日本研究も盛んになってきた。

同 じく第二次大戦の枢軸国として参戦 したイタリアは、戦後自国の敗戦処理に負われ、 日本研
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究は近世以来伝統の美術や文学が中心だった。70年 代以降、日本の経済成長への関心か ら経済、

政治中心の社会科学分野での 日本研究 も始 まった。80年 代には中亜極東研究所(IsMEO)が 日

本研究の奨学金 を設け、日本研究者連絡協議会(CUIN)も 結成され、大学や東洋美術館が組織

に入 り、文化活動を行う極東美術研究センターも設立され、90年 代には10以上の高等教育機i関に

日本語 ・日本研究講座が設置されている。

日本と対戦体験のないフランスの 日本研究は68年五月革命後の大学改革で制度的に拡張された

が、依然 として文献学的な近世以前対象の研究が主流だった。70年 代に入ると経済大国 日本 との

貿易関係 を反映し、現代 日本の研究に目が向けられ、社会科学高等学院現代 日本研究セ ンターが

開設された。80年代 には日本語 ・現代 日本研究が増大。地方 にも拡散 し、90年代には政府、通産

省、文部省共同対 日輸出促進キャンペーン"LeJapon:C'estPossible"に 関連 して日本通のビ

ジネスマン養成のため国立レンヌ大学に日仏経営大学院の設置など、現代 日本研究 ・教育が行わ

れている。

北欧ではスウェーデンを例にとると、50年 代に総合大学で 日本語講座が始まり、60年 代から70

年代に地域的に拡大 し、80年代か ら90年代には工科大学や商業科大学へ拡大 したが 日本語 日本文

学で修士号、博士号 を出すのはス トックホルム大学のみである。80年 代末に北欧5力 国(ノ ル

ウェー、スウェーデン、フィンランド、デンマーク、オランダ)政 府共同出資の現代アジア総合

的研究機関(NIAS)が 設立されアジア情報収集のネットワークを形成 している。

鎖国時代を通 して 日本の外国への窓口であ り、ヨーロッパの 日本研究の本山的役割 を務めたオ

ランダで、現在 日本研究の学士号、修士号、博士号 を授与 しているのはライデン大学である。94

年には同大学 も含めて官学共同で世界のアジア研究機関 ・研究者データベースの制作を開始する

など、西欧では日本を含めて経済的躍進の 目覚ましいアジア諸国の研究に新たな局面を迎えてい

る。

近世以来のアカデミックな日本研究や教育の伝統を反映し、現在、西欧では ドイッ、フランス、

英国その他、合計10機 関以上の高等教育 ・研究機関で 日本語 日本研究の分野の博士号、30以上の

機関で修士号 を授与してお り、日本から学位 をとるための留学生も見られる。研究動向としては

歴史のある人文学系の文献学的伝統的日本研究に加えて、各国の経済政策を反映し、社会科学分

野での多元的な現代日本研究が多 くなった。

西欧の日本研究者の団体 は各国のアジア政策、 日本 との外交 ・経済関係 を反映し、EU諸 国に

多い。70年代にはオース トリアや ドイツ(72年 結成の 「ヤパノローゲンターグ」が90年 代にはオー

ス トリアやスイス参加の 「ドイッ語圏日本研究学会」に発展、94年度会員は約90名)、 イタリア(73

年設立/93年 現在会員170名)、 英国(74年 設立)で 、80年 代にはフランス(93年 現在/会 員約

180名)で 、90年代 に入ると近代 日本研究の後発国スペイン(93年)で 結成された。 日本語学習

者が1万 人(う ち大学生約40%)を 越えた ドイツでは大学日本語教師会(94年 設立/会 長ライン

ランドブファルッ州立大学東アジア ・マーケッティング学部長)が 設立されている。

②東欧 ・旧ソ連

旧ソ連、東欧での日本研究は社会主義体制の時代に人文学系では思想的制約のため近代以前の

日本美術や文学、資本主義的色彩のない近 ・現代小説の翻訳に重点がおかれ、社会科学系では政

府が主題を割 り当てる日本政治や経済組織研究が行われてきた。80年 代後期より東西 ドイッの合
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併、91年 旧ソ連の崩壊など国際環境の激変により、体制の変化で学問の自由化 も始まった。

世界最初の日本語学校が出来たのは18世紀初頭の帝政ロシアであり、19世 紀後期には大学に日

本語講座が開設されたロシアでは、 日露戦争以来 日本 との外交関係を反映 し、戦前から日露関係

を中心に日本研究が進み、10月 革命後ソ連 となって も、欧州の日本研究をリードする存在であっ

た。戦後 は国家機i関による日本の外交問題研究が中心で、 日本が経済発展する60年代後期から80

年代 にかけては経済や社会研究が行われ、社会科学と人文学の割合は6対4。 専門家の層 も厚かっ

たが、80年代後期には社会科学の分野でイデオロギーの独断的な研究方法論が日本研究振興の障

害 となっていた。91年 ソ連崩壊以後、思想的制約がなくなり、資料 も公開され、学者間の意見交

換や他国の研究機関との交流も自由化 し、日本との経済関係を反映 して大学の日本語講座 も急増

し、現在22の 大学に日本語講座が設置され、ロシア科学アカデ ミー一の5研 究所 と3大 学の研究所

で日本研究が行われている。94年には極東大学に付属東洋大学が開設 され、ロシア科学アカデミー

東洋研究所 日本部の学者 を中心に日本研究者協会(約200名)が 結成されるなど、 日本研究は発

展 している。

第一次大戦後に独立を回復 した翌年、 ワルシャワ大学に日本語講座が開設された歴史をもつ

ポーランドでは、第二次大戦後、古典から現代まで日本文学の翻訳が盛んに行われ、文学、歴史、

社会学、経済学など多 くの分野で優れた日本研究者が輩出 した。70年代から80年代後半に日本学

専攻科をもつ高等教育機関が増え、現在3大 学に日本学科が設置され、6大 学が日本語講座をも

つo

第二次大戦直後チェコで大学に日本語 ・日本文学講座が開設され、60年代には日本を含む東洋

研究の黄金時代を迎えるが、68年 のソ連の軍事介入以後、政治的、社会的暗黒時代 となり研究者

の亡命や資料 ・情報の欠乏から日本を含む東洋研究は停滞 した。70年代以降政治、経済研究は増

大するが思想的制約のある人文学系の日本研究は停滞 した。現在 日本語 日本研究は大学、科学ア

カデ ミーの研究所、博物館、美術館で行われ、プラハの日本センターが日本研究集会を開催 して

いる。

旧ソ連、東欧諸国の日本研究は日露戦争に始まり、第一次、第二次大戦、冷戦構造時代の軍事

介入や政変など、政治体制により変わる対 日政策に大 きな影響をうけ展開したと言えよう。

全欧州の 日本研究者の団体 としては1973年 にヨーロッパ 日本研究協会(EAJS/会 員約300名)

が設立され、80年代末には図書館関係者が全欧州 日本資料専門家協会を結成 した。94年 デンマー

クで開催の第7回 集会には約350人 が出席。今 まで会長はイタリア、事務局長はオランダ、会計

はイギリスという国際的な団体だったが、94年からライデン大学に恒久的な事務局が設置された。

2)北 米

近世西欧の伝統的日本研究の継承から出発 した米国の日本研究は、20世紀初頭の日本人移民問

題で国内問題とな り、第二次大戦中政府主導の対戦国日本の言語学習や占領後の政策準備のため

学際的、総合的な地域研究の結果、大 きく飛躍 した。50年 代の国防教育法による外国研究の奨励

以来、冷戦構造の時代 日本語 ・日本研究は質量 ともに発展 して行 く。65年 以降、日本の高度成長

につれて日米経済関係が逆転 し、70年代にオイルショックから大学が倒産する中で、日本企業が

助成する日本研究は発展を続け、89年度の国際交流基金AAS委 託調査では日本研究学科や講座

等 をもつ高等教育研究機関数は337。研究者や専門職の層 も厚 く広がり、研究対象領域 も伝統的
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日本文化から社会科学や自然科学、まで多様化 していった。80年 に全米でテレビドラマ 「将軍」

が 日本語ブーム(1)を起 こし、大学の日本語履修者は83年 から86年の間に45%急 増、23454名(2)を超

えた。80年から88年までの 「アジア研究博士論文」(3)の日本部門の論文は倍増 したが、80年に30%

を占めていたヨーロッパ式の正統派とされた人文系の伝統的 日本文化研究は88年 には19%に 減

少。90年 度の日本研究博:士論文約60%が 現代 日本を研究対象にしている。89年 には日本語 ・日本

研究で22機 関(修 士号18;機関、博士号13機i関)、 日本を含むアジア研究で16機i関、東アジア研究

で17機 関の合計55機 関が大学院レベルの学位を授与 している。

60年代中期から始まる日米の経済摩擦は、80年代後半から激化し、90年代初頭には日本企業の

米国進出、企業や不動産買収により激化 し、日本脅威論が出現。ジャパン ・バ ッシング(日 本叩

き)が 流行語とな り、学界で もリビジョニストが勢いを強めた。 しか し、日本経済の不況が長引

く今日、ジャパン ・パ ッシング(日 本への無関心)の 時代 と言われる。4年 発表のワシン トン日

米経済協会のA.ア レキサンダー理事長の論文の題 も 「ジャパン ・アズ ・No.3」(No.1は 米国

でNo.2は 中国)で ある。

日本企業の進出や日米の大学間協定や姉妹都市提携 も米国の日本研究の推進に係ってきた。例

えば、滋賀県 と姉妹州のミシガンの15の 大学が88年 に滋賀県彦根市にミシガン州立大学連合 日本

センターを設立 し毎年日本語日本文化研究のため学生 を送っている。現在、全米の日本語教師の

協会(会 員約1400)は あるが 日本研究者のみの団体 はなく、日本が研究対象のアジア学会会員

数〔4)は86年約17%だ ったが、90年 には約22%に 増加 している。

米国の研究者の研究成果の著作や論文はヨーロ ッパ、オース トラリア、東南アジアその他、英

語が母国語、公用語、共通語、また第二外国語の国々、また、米国で学位を取得 した研究者のい

る機関などで広 く読 まれ、 日本研究に与える影響も大 きい。

19世紀後半に始 まる日本人移民問題をもつカナダでは、戦前か らの 日本語学校、第二次戦時中

には陸軍日本語学校 もあった。戦後50年 代には英国やオース トラリアから研究者を招き、高等教

育機関で日本研究が始 まる。70年 代には中国との国交回復からアジア政策に重点が置かれ、カナ

ダのアジア学会も設立 された。以来、経済発展する日本 との貿易関係 を反映 して、国家 レベルで

日本研究の推進が奨励 された。現在、32高等教育機関に日本語 日本研究の講座があり、大学 レベ

ルの学位を出すのは3機 関。

3)中 南米

この地域の日本研究は日本との経済関係が進展する60年 代から始まる。メキシコでは60年代前

半に大学院大学コレビオ ・デ ・メヒコに中南米で最初のアジア ・アフリカ研究センターが開設 さ

れ、日本部門では歴史、文学、社会の研究と教育が行われ、現在修士号を出してお り、近い将来

博士課程が開設される。メキシコ国立大学にも日本語講座がある。メキシコの日本研究の振興の

ため設立された日本文化情報セ ンターが活動を開始 し、 日本文学の翻訳家協会の活動の成果はス

ペイン語圏の日本文学研究に貢献 している。

アルゼンチンやペルーと同様に20世紀初頭から日本人移民が始まったブラジルでは日系人によ

る民族文化の伝承 とは別に、学問としても日本研究が60年 代から始 まり、日本 との経済関係が緊

密になる80年代後半から増大 した日本語講座を持つ高等教育機関数が90年代に入ると急増 し、現

在、中南米に約40機 関あるが、アカデミックな日本研究 を行 う機関は少 く、修士号授与は2機 関
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のみである。

4)大 洋州

オース トラリアでは第一次大戦前からヨーロッパ式文献学的東洋研究が行われていたが、実質

的な日本研究が起 るのは日本と対戦 した太平洋戦争の後で、70年 代前半に英国がEC加 盟 して

以来、英国に代る貿易の相手国にアジア志向が強まり、日本の経済発展にともなう経済関係が増

大し、アジア教育審議会が設置された80年代 中期以降、日本語、日本研究機関数も増大 した。90

年代に入ると白豪主義を捨 てたオーストラリア政府の言語政策により、アジア言語教育が推進 さ

れ、日本研究機関数 も増大 し、地域的にも拡大 した。アジア太平洋研究の一環として社会科学分

野での現代 日本研究 も盛んだが、伝統的日本研究 も併存 している。日本研究者の団体 としてオー

ス トラリア日本研究者協会(78年 設立/91年 会員300)が 積極的に活動 している。93年 の国際交

流基金日本語国際センターの調査では日本語学習者は17万 人を超え、韓国、中国に次 ぎ世界3位

である。日本語履修者は初等、中等教育機関が90%を 占め、高等教育機関では約1万 人となる。

ニュージーランドの高等研究教育機関では、65年 に2大 学に日本語講座や 日本語 ・日本文学講

座が設置され、70年代、80年代後期に増加 し、現在9機 関となった。ニュージーランド・アジア

学会 も日本研究集会を開いている。

大洋州地域では現在、20以上の高等教育機関が日本語日本研究の学士号を、9機 関が修士号 を、

1機 関が博士号を授与 している。

5)ア ジア

(東アジアについては同 じセ ッションで中国と韓国の発表があるため、重複 を避けて省略)

①東南アジア

第二次大戦中戦場となり、また日本軍の占領地域として 日本語を強制された地域での日本人や

日本語に対する感情や戦後 日本の賠償問題など、戦後 日本との外交 ・経済関係、日本のODAな

どがこの地域の日本語 ・日本研究の展開に大 きな影響を与えている。お しなべて60年代以降に各

国の高等教育研究機関での 日本語、 日本研究が始まり、日本の外務省日本研究寄付講座プログラ

ムなど日本政府の助成で発展 した。70年 代に入ると大学の日本語講座が専攻科目とな り、80年代

には機関数が増大した。80年代中期以降、この地域での日本語、日本研究の隆盛は日本政府の巨

額の経済援助、進出企業の合弁会社や日本からの観光客の増大による経済効果と日本への関心の

高まりに加えて、日本のテレビ番組 「おしん」やアニメの放映5)が日本語熱を高めた。

例えば、インドネシアでは60年代に日本語 ・日本文化学科が4国 立大学に開設され、70年 代に

機関数が増加 し、80年代にはナショナル大学 に日本センター・…一が開設、インドネシアの研究者団体、

日本研究協会('91/会 員30名)が 設立された。95年 には国立大学に日本研究センターが開設予

定である。

タイでは70年代の 日本企業進出と日本商品の氾濫が経済独立主義を刺激し、田中首相訪タイ反

対や日本品不買運動などが 日本の政治経済への学者の関心を高め、社会科学分野での日本研究が

始まり、80年代中期以降には大学に日本研究センターが設置され大学院(修 士)教 育 も始まった。

また、80年 以来、経済発展 した日本の近代化 をモデルに国策"LookEast"を 提唱するマレーシ
く　　

アでは91年 に国際戦略研究所(ISIS)に60%日 本の経団連会員出資 で 日本研究センターが設立

され、社会科学、特に経済 に重点を置いた現代 日本研究が始 まる。フィリピン大学アジア研究セ
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ンターなど社会科学的現代 日本研究が行われている。タイの社会科学分野の 日本研究の第一世代

の研究者達 と同様に、このような機関に米国大学の学位取得者が多いのも特徴の一つ と言える。

75年に終結 したベ トナム戦争の後、86年 の経済改革の刷新政策でアセアン加盟を目指すベ トナム

でも94年にホーチ ミン大学東方学科に日本語学科が開設(7)された。

90年代にこの地域の機関数はさらに増え、現在、 日本語 ・日本研究の学位授与機関は学士号が

21機関、修士号が3機 関あるが、博士号を授与する機関はまだない。

②南アジア

第二次大戦後、社会主義国寄 りの政策を取ったインドでは旧本研究への関心 よりも国内の文盲

撲滅が先であった。 しかし60年代末の日印政府間の 「日本学奨励に関する覚書」交換以来、大学

で日本語コースが開設 され、74年 にはジャワハルラル ・ネルー大学がインド最初の日本語専攻の

学士号と修士号 を授与機関となる。80年代 にインドの管理経済の自由化 と共に日本企業が進出し、

日本語の出来る人材の需要が増えた。80年 代後半か ら90年代前半にかけて日本語講座 を持つ機i関

が増大、地方へ拡散 していった。4大 学に日本語 ・日本研究科や研究センターが設置され、言語

学、比較文学の立場からの 日本文学研究、社会科学の分野での近、現代 日本研究が行われている。

この地域では日本政府の対 日理解促進政策が 日本研究 を推進 した感が強い。現在、南 アジア全体

では約10の 高等教育機関で日本語 ・日本研究が行われているが、大学院レベルの学位 を授与 して

いるのは1機 関のみである。

6)中 近東

イスラエルのヘブライ大学では65年 に日本語 と日本史の講座が開設。創始者は米国生まれで第

二次大戦中米国海軍で日本語を学び、58年度 日本文部省奨学生である。80年 代後期 には日本の政

治学、社会学、音楽、演劇の講座が設置されている。 トルコではアンカラ大学の日本語講座が70

年代に始まり、86年 には日本語 ・日本文学専門課程 を開設 し、現在修士号と博士号を授与 してい

る。 日本語講座 を持つ大学が70年代には一校だったのが、80年 代には3校 となり、90年 代にはさ

らに3校 が加わった。

現在、中近東地域ではイラン、バーレーン、ヨルダンの各国の高等教育機関で日本学科や日本

語講座があるが、学士号以上の学位授与機関はまだない。

7)ア フリカ

アフリカ諸国がヨーロッパ植民地から独立した60年 代に日本との国交も始まり、以来、貿易や

日本の海外援助の面は大きい。現在、アフリカ大陸の58国 中、日本大使館があるのは22力 国。80

年代に始まったこの地域の 日本語講座 は、90年代に入って飛躍的に増え、エジプ トのカイロ大学

の他、モロッコ、ケニア、マダガスカルの高等教育機 関で行われているが、学士号を出すのは3

機関。 日本とアフリカ地域の大学問の協定数は24件 で、殆 どが理工系である。エジプ トのカイロ

大学の日本語日本研究科では94年度から日本人客員教官を迎えて大学院教育が始まる。また、 日

本語、 日本研究科や講座 はないが、比較文化研究の対象 として日本演劇を取 り上げるガーナ大学

アフリカ研究所の教授や、アフリカと日本の関係論を出版するナイジェリアの歴史学者のような

例 も出てきている。おしなべて自国の建国に役立つ 日本の高度な科学技術が興味の中心であるが、

その背後にある日本文化研究も出てきた。また日本の宗教団体の援:助で 日本語、 日本研究が行わ

れている例が多いのも、この地域の特色 と言えよう。
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以上世界のいずれの地域においても日本語 ・日本研究は日本との国際、経済関係を反映 し、同

時に各国の自国問題 とも深 くかかわりなが ら展開して来た。特に日本の同盟国、対戦国、被占領

国となった り、 日系人が国民の一部 となっている国々は、「日本」 を国内における切実な問題 と

して扱 う体験があ り、その国々の日本研究の歴史的展開の過程を特徴づけている。また、日本 と

政府間で文化協定(8)や科学技術協力協定等(9)を結んでいる国々は、日本の大学や研究機関との提

携や日本 との姉妹都市提携による交流 も多い。また、各国での日系企業数と日本語 ・日本研究機

関や学習者、研究者数は概ね比例 してお り、数地域的、時間的なズレはあるが、全般的に見て経

済発展 を遂げた日本との経済関係の緊密化、日本の文化交流拡大政策と巨額の援助が80年代前半

からの世界的な日本語 ・日本研究の教育 ・研究機関の増大 をもたらしたと言える。社会科学分野

での現代 日本研究、また経済大国日本の背後にある文化への興味からの日本文化研究など、研究

領域の拡大 ・多元化や日本企業就職のための日本語学習者の急増が各地に共通して見 られる現象

である。特に第三世界では明治期 日本が欧米の先進工業化社会を目標にしたように、現代 日本の

ハイテクへの関心から始まる日本語教育 ・日本研究が90年代 に増大 している。

II展 望

上記の国'々の月本研究 を機関や講座名から見ると①Japanology(人 文系伝統的文化研究)、②

JapaneseStudies(人 文学 ・社会科学両分 野、学際的、総合的研 究、地域研究)、 ③Japan

Studies(社 会科学分野中心の現代 日本研究)に 大別 され、① は60年代以前 に欧州で設立 された

機関、②は40年代中期以降米国に、③は60年代のオース トラリア、80年 代以降の西欧、90年 代以

降東南アジアに設置された機関に多 く見 られる。

J.V.ネ ウス トプニー大阪大学教授の日本研究の方法論⑩では、①異国趣味から出発 した 「日

本学」、② 「近代的日本研究」そ して③ 「ポス ト・モダニズムの現代型 日本研究」即ち第三のパ

ラダイムに基づいた多様性を認める研究の3タ イプに分類 し、③が新 しい主流であるとしている

が、 日本研究のパ ラダイムの変化が上記の機関名か らも類推出来そうだ。

上記のような80年代以降の多元化する海外の 日本研究の発展を支えて来たのは、パ ックス ・

ニッポニカ時代世界の超大国日本のジャパ ン ・マネーの力が大 きい。昨今の海外の日本研究の動

向は、かつてパックス ・アメリカーナ時代に強い国力に支えられ、海外で自国を理解させるため

の研究 を奨励 した米国の米国研究の軌跡に似た点が多い。

米国の自国研究は、ユ8世紀の独立以来、旧世界 ヨーロッパ文化の模倣から脱 し、アメリカ文化

固有のアイデンティティを見つけるため、自国の特殊性の研究から始まった。メルビルやエマソ

ンなどが輩出する19世紀中葉 を米国文化の黄金時代 と評価出来るのは20世紀 に入り、第一次大戦

の成功で自信を持った後である。高等教育機i関で最初の米国研究講座が開設されるのは1936年 、

ハーバード大学で、米国の日本研究と同じ機i関でほぼ同時代に始まる。30年代末から40年代にか

けて枢軸国の侵略阻止のため孤立主義を止めて国際情勢に介入する風潮が起る時代 に、米国研究

講座 を持つ大学が東部から中西部、南部へと拡大 した。第二次大戦中、戦略上の対戦国研究で成

果を挙げた学際的総合的な地域研究の方法を応用 した米国の自国研究が、戦後超大国の経済力に

支えられて海外で も発展。戦勝国の自信に溢れた50年代か ら60年まで米国の国民性の研究が主流

で、ハーバー ドなど東部大学中心の 「神話、象徴、イメージ派」の全盛時代となり、自国研究が
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社会的文化的資力に基づ く一つのイデオロギーのようであった。49年 に専門誌が創刊 され、51年

には学際的な研究者の団体、アメリカ学会が設立 された。人種問題から公民権法が成立 して行 く

60年代中期以降、ベ トナム戦争時代 を通 して価値観の多様化が進み、米国はもはや一つの統合体

とは言い難iい、カウンターカルチャーの時代 となり、70年代 には米国研究 も東部のWASP男 性

の文化だけではなく、女性、黒人研究など多元化 して行 く。東部の大学での伝統的領域の研究は

弱まり、中西部か ら西海岸の大学では文化人類学的パラダイム派が全盛となり、比較文化の視点

で国際的な共同研究を行う学際的総合的米国研究が一般化 した。

米国政府や民間財団の援助のもとに50年代から海外で奨励 してきた英語教育 と米国研究は70年

代に入ると世界各地に拡大 し、79年 には研究者間の国際的連帯を目的に国際的なジャーナル⑳も

創刊 された。77年 在 日米国教育委員会(FulbrightCommission)の 報告によると74-75学 年度

の日本の大学438校 中208校 で米国に関する科目は約2000、 担当教官数1280名 、履修学生数は12万

人を超えていた。('Pしか し70年代オイルショックやベ トナム戦争後の経済力の低下で、80年 代に

入ると米国研究の学位を取って も就職先がなく、就職のためには英語教師の資格を取 りなおすよ

うな状況が続 くと、学生が集まらず学部が閉鎖されるなど、米国研究は国内で失速 して行 った。

一方、海外では日本など米国との関係の緊密な国々では自力で研究が存続、専門化 した。現在、

米国では多民族多文化多言語社会を反映 し、米国研究の一.と しての日系米人研究など、日本研

究領域 と重 り合 う部分 も出て来て、境界線がぼやけてきた。

米国研究開闢以来論議され続けてきた研究の方法論はいまも百家争鳴だが、あまりにも研究が

多元化 しすぎて本拠を失ってしまった今 日、文化の一元論と多元論、また人文系伝統的米国文化

研究派 と社会科学系地域研究派のせめぎ合いが再燃 し、前者が優勢である。文学、歴史など在来

の専門分野の方法で米国文化の特定の側面を研究するのが広義の米国研究、文化や社会を複数専

門分野で学際的、総合的に研究するのが狭義の米国研究とすれば、広義の米国研究から始まり、

狭義の研究が全盛の後力を失い、双方が並列状態である。現在ボーダレスの時代 に相応 しく、こ

れらすべてを包括 し、一国だけでなく、グローバルな視点によるグローバル ・スタディズとして

の研究が研究対象国の国力の盛衰に関係ない発展を望む意見が内外 に出てきている。これは日本

研究の将来にも参考になると思 う。

日本研究の将来の展望 として希望的要素は、日本語教育の拡張と交通通信手段の発達の効用で

ある。国際交流基金 日本語国際センター93年度の調査報告によれば、海外の教育機関での日本語

学習者数 も99力国、160万 を超えた。その70%が 初等 ・中等学校の生徒であり、約20%を 占める

高等教育機関での学習者 も様変わりし、文科系 よりも就職に有利なため工学部、理学部の学生が

急増 している。このような外国の日本語教育機関は80年 代以降に急増し、経済大国日本の国力と

比例 している。この状態が続けば近い将来に日本語の一次資料 を使える研究者の急増 も期待出来

よう。

しか し、86年 に2万 人を超えていた米国の高等教育機関での日本語学習者数が、93年 に16951

名(1オに減少 している。80年 代は日本奇跡の高度成長に学ぶ点があ り、80年 代 リヴィジョニス トや

日本脅威論時代の後で90年代はジャパ ン・パ ッシング時代の反映とすれば、大学の日本語講座の

人気の動向とは日米経済関係の反映に過 ぎないのか。また、多民族多文化多言語社会の米国では、

公民権法制定後、68年 に二言語使用教育法が連邦法 として制定され、全米で約100言 語が義務教
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育 で 用 い られ て来 たが 、 過 度 の 多 元 化 は社 会 の 統 一 を欠 くと、80年 代 前 期 か ら英 語 第 一 主 義 団 体

が 結 成 され 、英 語 公 用 語化 運 動 を始 め 、86年 に カ リフ ォル ニ ア州 で は州 法 で 英語 を公 用 語 と決 め、

他 の 言語 使 用 を禁 止 した。 これ が 米 国 で の 日本 語 を含 む 英語 以外 の語 学 教 育 へ 影 響 し、 将 来 、 他

の 多 民族 多文 化 多 言 語 国 家 に も起 りう る現 象 とな る可 能性 もあ ろ う。

一 方
、交 通 機 関の 発 達 で90年 代 に入 る と外 国 を訪 れ る 日本 人 が年 間1千 万 人 を超 え 、 外 国定 住

日本 人 も68万 人 と な り、 経 済 大 国 日本 に ジ ャパ ニ ー ズ ・ドリー ム を求 め て 来 日す る外 国 人 労働 者

も増 え た 昨 今 、 日本 人 の 「外 国」 とい う概 念 も変 わ り、 留 学 生10万 人 計 画(1㌔ 進 行 し、 日本 の大

学 に 留 学 す る外 国 人 学 生 も5万 人 を超 え た 。 また 、情 報 通 信 手 段 の 発 達〔1。はバ ー チ ャル教 室 ・会

議 ・図書 館 等 を可 能 に し、研 究者 同志 が電 子 メ イ ル や フ ァク スで 瞬 時 に情 報 交換 出来 る今 日、 帆

船 の時 代 や飛 行 機 時 代 とは 時 間 や距 離 の観 念 が変 わ り、新 しい研 究 の 方 向 と可 能性 が生 まれ て 当

然 で あ る。

こ の よ うな研 究 情 報 の 交 換 の た め に は研 究 者 間 の 交 流 ネ ッ トワ ー クの 形 成 が 重 要 で あ る。EU

諸 国 間 の 国 境 を超 えた 大 学 間教 育 ・情 報 交 流 の た め1987年 に エ ラス ム ス計 画〔1勾が 発 足 し、 英 国、

フ ラ ンス、 イ タ リ ア、 ドイ ツ、 オ ラ ンダ、 オ ー ス トリア 、デ ンマ ー クの 日本研 究 の名 門校 が参 加

して お り、EU諸 国 の 高 等 教 育 機 関 で の 日本 研 究 も将 来 の国 際 的 な発 展 が 大 い に期 待 出来 よ う。

また、 これ をモ デ ル に オ ー ス トラ リア大 学 長 会 議 に よ り提 唱 され た アジ ア太 平 洋 地 域 の大 学 問交

流 の促 進 計 画UMAP⑯ が 、91年 以 来 毎 年 豪 州 、 韓 国 、 台 湾 、 日本 と回 り持 ち で総 会 を重 ね協 議

を進 め て い る。 この よ うな プ ロ グ ラ ムが 世 界 中 に広 が り、 国 家 の枠 を越 え た交 流 が 世 界 の 日本研

究 者 や研 究 機 関 の 間 で行 わ れ 、グ ロー バ ル な研 究 ネ ッ トワー ク の設 立 こそ 、グ ロ ーバ ル ・ス タデ ィ

ズの 一 環 と して 、 開 か れ た 日本 研 究 の 将 来 が あ る よ う に思 わ れ る。
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ツ 、1992

AlexanderM.Kabanov,"JapanThroughtheEyesofModernSovietScholars,"OthernessesofJapan:
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(財)日本 文 化 研 究 所 、 『米 大 陸 に お け る 日本 文 化 の 普 及 方 法 の研 究 』NIRAOUTPUT、 総 合 研 究 開発 機i構、
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越 智 道 雄 「USカ ル チ ャー(5)ア メ リカ の 中 心 「怒 れ る 多 数 派 」 の 正 体 一 苛 立 ち と絶 望 の 白 人 中 流 層 」
、 『世 界

週 報 』1995年1月17日/24日 合 併号

滝 田 賢 治 「米 国 の アジ ア政 策 史一 厂太 平 洋 国家 ア メ リカ」 へ の夢 と現 実 」、 『海 外 事 情』1995年1月

PatriciaG.Steinhoff,"DefiningJapaneseStudiesinthe1990:WhoKnows?WhoWantstoKnow?"The

JapanFoundationNewsletter,Vol.XXII,No.5,Feb.1995

マ ー テ ィ ン ・コル カ ッ ト 「ア メ リ カ にお け る 日本 研 究 の 問 題 と展 望一 プ リ ン ス トンか らの 印 象 一 」
、 『国際 交

流』、Vo1.67、1995年5月

カ ナ ダ

TheJapanFoundation,JapanStudiesinCanada:1987 ,JapaneseStudiesSeriesXVI,1988

側)日 本 文 化 研 究 所 、 『米 大 陸 に お け る 日本 文 化 の 普 及 方 法 の研 究 』NIRAOUTPUT 、 総 合 研 究 開発 機 構 、

1981

太 田雄 三 「特 集:日 本研 究 の 新 しい 波一 カ ナ ダ:「 カ ナ ダ 的特 徴 」 の 出 た 研 究 が 課 題 」、 『無 限 大』No.71、

日本 ア イ ビ ーエ ム株 式 会 社 、1986年8月

TheJapanFoundation ,JapaneseStudiesintheUnitedStates:PartllDirectoryofJapanSpecialistsandJapanese

StudiesInstitutionsintheUnitedStatesandCanada ,JapaneseStudiesSeriesXVIII,Vol.1Japan

Specialists,&Vol.21nstitutionsandIndexes ,1989

河合 満 朗 「カナ ダに お け る 日本 研 究 」、 『日本 研 究 』10号 、 国 際 日本 文 化 セ ン ター 、1994

国武 輝 久 『カ ナ ダの憲 法 と現 代 政 治 』 同文 館 出 版 、1994

3)中 南 米

メ キ シ コ

日墨 協 会 、 日墨 交 流 史 編 集 委 員 会 編 『日墨 交 流 史 』1990

柴 田真 知 子 「概 説 日本 研 究 の 歴 史 と現 状 一 ラ テ ン ア メ リカ」、 『事 典 外 国 人 の 見 た 日本 』、富 田仁 編 、 日

外 ア ソ シエ ー ツ、1992

ギ ジ ェ ル モ ・ク ア ル トゥ ッチ 「世 界 の 中 の 日本 研 究(2)メ キ シ コ 高 度 経 済 成 長 で高 い 関心 」1994年9月29

日、 京 都 新 聞(朝 刊)

粟 飯 原 淑 恵 「メ キ シ コ に お け る 日本 語教 育 の 現 状 と課 題 」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国際 交 流 基 金 日本 語

国 際 セ ン ター 、1995

ブ ラ ジ ル

個 際交 流 基 金 「ブ ラ ジ ル にお け る 日本 研 究 」、DirectorySeriesX ,1987

ジ ェ ニ ー ・ワ キサ カ 「サ ンパ ウ ロ大 学 の 日本 研 究 」、 『世 界 の 日本 研 究』2号 、 国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー、

且一39



1991

森 由美 「ブ ラ ジル に お け る 日本 研 究 」、 『日本 研 究 』10号 、 国 際 日本 文 化 研 究 セ ン ター 、1994

深沢 リジ ア真 澄 「85周年 を迎 え た ブ ラ ジ ル の 日本 語教 育 」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国際 交 流基 金 日本 語

国 際 セ ン タ ー、1995

アル ゼ ンチ ン

内 藤 嘉 彦 「ア ル ゼ ンチ ン に お け る 日本 語 教 育 の 現 状 と課 題 」、 『世 界 の 日本 語教 育』、 国 際 交 流 基 金 日本 語 国

際 セ ン ター、1995

コ ロ ン ビア

ハ イ メ ・バ レ ラ 「コ ロ ン ビ ア にお け る 日本 語 教 育 の 現 状 と課 題 」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国 際 交 流 基 金

日本 語 国 際 セ ン ター 、1995

ペ ル ー

具志 堅 美 智 子 「ペ ル ー に お け る 日本 語 教 育 の現 状 と課 題」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国 際交 流 基 金 日本 語

国 際 セ ン タ ー、1995

パ ラ グ ア イ

石 田 完 「パ ラ グ アイ に お け る 日本 語 教 育 の 現 状 と課 題 」、 『世 界 の 日本 語教 育』2号 、 国 際 交 流 基 金 日本 語 国

際 セ ン ター 、1995

中 南 米 各 国共 通

国際 交 流 基 金 編 「中南 米 に お け る 日本 研 究 」、DirectorySeriesIX,1986

4)大 洋 州

オ ー ス トラ リア

北 大 路 弘 信 、 ピ ー ター ・ ドライ ス デ ィル編 『オ ー ス トラ リア と 日本 一類 似 と相 違 』 東 京 大 学 出 版 会 、1982

TheJapanFoundation,DirectoryofJapanSpecialistsinAustraliaandNewZealand,DirectorySeriesVIII,

1986

Australia-JapanResearchCentre,JapaneseStudiesinAustraliaandtheTrainingofAustralianstoDoBusiness

withJapan,AreportpreparedbyaworkinggroupchairedbyDr.PeterDrysdaleandpresentedto

theConsultativeCommitteeonRelationswithJapan,Dec.1987

TheJapanFoundation,JapaneseStudiesinAustralia,JapaneseStudiesSeriesXXI,1989

杉 本 良 夫 『オー ス トラ リア6000日 』 岩 波 新 書 、1991

Australia-JapanResearchCentre,AnnaulReport,1993

J.V.ネ ウ ス トプ ニ ー 「世 界 の 中 の 日本研 究(7)オ ー ス トラ リ ア:多 様 性 認 め る 「現 代 型 」」、1994年10月7

日、京 都 新 聞(朝 刊)

HelenE.MarriottandRobynSpence-Brown,"DevelopmentsinJapanese-LanguageEducationin

Australia,"『 世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国 際 交 流 基 金 日本 語 国際 セ ン タ ー、1995

TonyErben&KatoYumiko,"Japanese-LanguageEducationandTeacherTrainingthroughPartial

ImmersioninAustralia,"『 世 界 の 日本 語教 育』2号 、 国 際 交 流 基 金 日本語 国 際 セ ン ター 、1995

ニ ュー ジ ー ラ ン ド

キ ー ス ・シ ン ク レ ア(青 木 功 、百 々 祐 利 子 訳)『 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド史 南 海 の英 国 か ら太 平 洋 国 家 へ 』評 論社 、

1982

田辺 真 人 「ニ ュー ジ ー ラ ン ドの 日本 史教 育 」、 『歴 史 と地 理 』、1985

地引 嘉 博 『現 代 ニ ュー ジ ー ラ ン ド』 サ イ マ ル 出版 会 、1991

田辺 真 人、 古 橋 政 子 、古 屋 守 「ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド」、 『国 際 理 解 教 育 と教 育 実 践 第5巻 』、 エ ム テ ィ 出版 、

1994

佐 島 直 子 「冷 戦 の 終 焉 と地 域 主 義 」、 『国 防』1994年4月 号

大 洋州 各 国共 通

TheJapanFoundation,DirectoryofJapanSpecialistsinAustraliaandNewZealand,DirectorySeriesI,1981

1-40



5)ア ジア

① 東 南 ア ジア

イン ドネ シア

ス トポ ・ス タ ン ト 「イ ン ドネ シ ア の 日本 研 究 」、 『国 際 交 流 』54号 、 国 際 交 流 基 金 、1988

後 藤 乾 一 『近 代 日本 とイ ン ドネ シ アー 「交 流 」 百 年 史 一 』、北 樹 出版 、1989

崎 山 理 厂日本 ・イ ン ドネ シ ア共 同研 究 プ ロ ジ ェ ク トー 第一 期 を顧 み て 」、 『学 術 月 報』Vo1.45、No.11、575号 、

1992

イ ・ケ ト ッ ト ・ス ラ ジ ャヤ 「イ ン ドネ シ ア に お け る 日本研 究 の 現 状 と将 来 」、 『世 界 の 日本 研 究 』5号 、 国 際

日本文 化 セ ン ター 、1993

マ レ ー シ ア

M.ラ ジ ェ ン ドラ ン 「マ レー シ アの 日本 研 究一 そ の 特 長 と弱 点 」、 『国 際 交 流』46号 、 国 際交 流 基 金 、1988

StephenLeong,"JapanStudiesandJapaneseStudiesinMalaysia,"『 世 界 の 日本 研 究 』6号 、 国際 日本 文

化 セ ン ター 、1994

謝 漢 「マ レー シ ア の 日本 語 教 育 」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国 際交 流 基 金 日本語 国 際 セ ンタ ー、1995

フ ィ リピ ン

池 端雪 浦 「言 語 の壁 は な お大 きい が … … 」、 『無 限 大 』No.71、 日本 ア イ ビー エ ム株 式 会社 、1986

JosefaM.Saniel,"TheStudyofJapaninthePhilippines:FocusonTheUniversityofthePhilippines,"

「世 界 の 日本 研 究 』4号 、 国 際 日本 文 化 セ ン タ ー、1992.

佐 藤 虎 男 『フ ィ リピ ン と 日本 一交 流500年 の 軌 跡』 サ イマ ル 出 版 会 、1994

ベ ア トリスP .モ ヒ カ 「フ ィ リ ピ ン にお け る 日本 語 教 育」、 『世 界 の 日本 語教 育』2号 、 国 際 交 流基 金 日本

語 国際 セ ンタ ー 、1995

シ ン ガポ ール

リム ・フ ァ ・シ ング 「シ ン ガポ ール の 日本研 究 」、 『国 際 交 流』38号 、 国 際交 流 基 金 、1988

SeahCheeMeow,"JapaneseStudiesDepartmentattheNationalUniversityofSingapore:Redefiningits

RelevanceandViability,"『 世 界 の 日本 研 究 』6号 、 国 際 日本 文 化 セ ン ター 、1994

タ イ

TheJapanFoundation,DirectoryofJapanSpecialistsinTluziland ,DirectorySeriesV,1983

JapaneseStudiesCenter,Inst.ofEastAsianStudies,ThammasatUniv.,"DirectoryofThaiScholars

SpecializinginJapaneseStudies,"ThaiJapaneseStudies,June1985

バ ンヤ ッ ト ・ス ラ カ ンヴ ィ ッ ト 「タイ の 日本研 究 」、 『国 際 交 流』38号 、 国際 交 流 基 金 、1988

ベ トナ ム

古 田元 夫 「日本 研 究 の新 しい 波 着 実 に 成長 す る 対 日関 心」、『無 限 大』No.71、 日本 ア イ ビー エ ム株 式 会 社 、

1986

宮 本 靖 介 「30年 後 の ベ トナ ム」1994年10月6日 、 産経 新 聞(夕 刊)

グエ ン ・ヴ ァ ン ・ハ オ 「日本研 究 の新 しい波一 ベ トナ ム に お け る 日本 語 教 育 」、 『世界 の 日本 語 教 育 』2号 、

国 際 交 流 基 金 日本 語 国 際 セ ン ター 、1995

東 南 ア ジ ア各 国 共 通

TheJapanFoundation,JapaneseStudiesInSoutheastAsia,1987

総 合 研 究 開 発 機 構 「アセ ア ンの 研 究一 そ の2一 」、 『NIRA政 策 研 究』、Vol.5、No.9、1992

鷲 見 一 夫 『ODA援 助 の現 実 』 岩 波 新 書 、#97、1994

② 南 ア ジァ

イン ド

長 崎 暢 子 「日本 研 究 の 新 しい波 タ ゴ ー ル に は じ ま る 日本 理 解 」、 『無 限 大』No.71、 日本 ア イ ビー エ ム株

式 会 社 、1986

SatyaBhushanVerma,"JapaneseStudiesinIndia,"NichibunkenNewsletter ,No.9,May,1991

サ ウ ィ ト リ ・ウ ィ シ ュ ワ ナ タ ン 「イ ン ドの 日本 研 究 」、 『世 界 の 日本 研 究 』2号 、 国 際 日本 文 化 セ ン ター 、

1-41



1991

5avitriVishwanathan,"lndiaApproachestoJapaneseStudies,"OthernessesofJapan:HistoricalandCultural

InfluencesonTenCountries,co-eds.byHarumiBefu&JosefKreiner,Munchen:Iudicium-Vert.,1992

KonishiMasatoshi,"TheIndianApproachtoJapaneseStudies:APersonalComment,Othernessesof

Japan:HistoricalandCulturalInfluencesonTenCountries,co-eds.byHarumiBefu&JosefKreiner,

Munchen:Iudicium-Vert.,1992

プ レム ・モ トワ ニ 「イ ン ドに お け る 日本 語 教 育 一 問 題 点 と将 来 の 展 望 」、 『世 界 の 日本 語 教 育』2号 、 国 際 交

流 基 金 日本 語 国 際 セ ン ター 、1995

6)中 東

トル コ

護 雅 夫 「トル コ共 和 国 にお け る 日本研 究 」、 『東 方 学 』No.75、1988

ボ ズ ク ル ト ・ギ ヴ ェ ンチ 「イ メー ジ の変 遷:ト ル コ に とっ て の 日本 」、 『国際 交 流 』54号 、1990年11月

セ ル チ ュ ク ・エ セ ンベ ル 「トル コの 日本研 究 」、 『世 界 の 日本研 究』5号 、 国際 日本 文 化 研 究 セ ンタ ー 、1993

プ ラ ッ ト ・オ トカ ン 「トル コ に お け る 日本 語教 育 」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国 際 交 流 基 金 日本 語 国 際 セ

ン ター 、1995

日本 トル コ文 化 協 会 編 「ユ ー ラ シ アの 新 しい 架 け橋 を求 め て21世 紀 の 日本 と トル コ」 日本 トル コ文 化 協

会 、1994

ウ リ ・エ ペ シ ュ タ イ ン 「日本 研 究 の 新 しい波 一 充 実 の道 を 歩 む」、 『無 限 大 』No.71、 日本 ア イ ビ ーエ ム株 式

会社 、1986

7)ア フ リカ

エ ジプ ト

アハ マ ドM.フ ァ トヒ 「エ ジ プ トの 日本 研 究 」、 『世 界 の 日本 研 究 』5号 、 国 際 日本 文 化 研 究 セ ン ター 、

1993

イサ ム ・リ ヤ ド ・ハ ムザ 、虎 尾 憲 史 「エ ジ プ トに お け る 日本 語 教 育 」、 『世 界 の 日本 語 教 育 』2号 、 国 際 交 流

基 金 日本 語 国 際 セ ン ター 、1995

その 他

土 屋 哲 『ア フ リカ抱擁i一 文化 とアパ ル トヘ イ ト』、 サ イマ ル 出版 会

「ア フ リカで 日本 ブ ー ム 」1993年6月30日 、読 売 新 聞(夕 刊)

片 山幸 彦 『地 球 化 時 代 の 国 際 文化 論 』 〔ア フ リカ〕、 お茶 の 水書 房 、1994

世 界 各 国 共 通

新 堀 通 也 監 修 『知 日家 辞 典』 有 信 堂 、1984

福 岡ユ ネ ス コ協 会 、 『海 外 日本研 究機 関要 覧 』1984

㈱ シ ィー ・デ ィー ・ア イ 『日本 語 教 育 お よ び 日本 語 普 及 活 動 の現 状 と課 題 』(NIRAPUTOUT)総 合 研 究 開

発 機:構、1985

新 堀 通 也編 「外 国 大 学 にお け る 日本 研 究 」、 『大 学 研 究 ノ ー ト』 通巻60号 、 広 島 大 学 大 学 教 育 研 究 セ ンタ ー 、

1985

新堀 通 也 監 修 『知 日家 の 誕 生 』 東 信 堂 、1986

国立 民 族 学 博 物 館 『諸 外 国 にお け る 日本 文化 研 究 の 現状 』、1986

国 際 交流 基 金監 修 『海 外 日本 語 教 育 機 関 一 覧』 凡 人 社 、1987

東 洋経 済 『海外 進 出企 業 総 覧 』1988

富 田 仁編 『海外 交流 史事 典 』 日外 ア ソ シエ ー ツ、1989

梅 原 猛編 『日本 とは何 な のか:国 際 化 の た だ なか で 』、 日本 放 送 出 版 会 、1990

HarumiBefu&JosefKreinereds.,OthernessesofJapan:HistoricalandCulturalInfluencesonJapaneseStudies

inTenCountries,Munchen:Iudicium-Vert.,1992

交 流 基 金 日本 語 国 際 セ ンタ ー 『海 外 の 日本 語 教 育 の 現 状一 海 外 日本 語 教 育 機 関 調 査 ・1990』1992

国 際 観 光振 興 会 監修 『国 際観 光 統 計 資 料 集 』 国 際 観 光 サ ー ビ スセ ン タ ー、1992

互一42



富 田仁 編 『事 典 外 国 人 の 見 た 日本』 日外 ア ソ シエ ー ツ 、1992

国 際 親 善都 市 連 盟 『日本 の 姉 妹 都 市 一 覧』、1992

MasaoMiyoshiandH.D.Harootunian,eds.,JapanintheWorld,DurhamandLondon:DukeUniversity

Press,1993

福 岡 ユ ネ ス コ協 会 、 『海 外 日本研 究 機 関要 覧』1994

外 務省 『外 交 青 書1993』vols.1&2、1994年6月

国 際交 流 基 金 、 『平 成 五 年 度 の 事 業 報告 ・平 成 六 年 度 の概 要 』、1994

国 際 日本文 化 研 究 セ ンタ ー 『日本研 究』10号 、1994年10月

国 際 交 流 基 金 日本 語 国 際 セ ン ター 『海 外 の 日本 語 教 育 の 現 状 一 海 外 日本 語 教 育 機 関 調査 ・1993年 概 要 』

1995

国 際交 流 基 金 日本 語 国 際 セ ン ター 『世界 の 日本 語 教 育』2号 、1995

夏一43


